
別記様式第１号の１       （用紙 日本工業規格 A4 縦型） 

人間総合科学大学大学院人間総合科学研究科臨床心理学専攻の廃止届出 

令和４年４月３０日 

文 部 科 学 大 臣 殿 

届出者の職名及び氏名 学校法人早稲田医療学園理事長 久住 眞理 

このたび，人間総合科学大学大学院人間総合科学研究科臨床心理学専攻を廃止したいの

で、学校教育法第 4 条第２項の規定により認可されるよう、別紙書類を添えて届出しま

す。なお認可の上は、確実に申請に係る計画を実行します。 
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別添資料

( ) ( ) 令和2年 埼玉県さいたま市
岩槻区馬込1288

大学院専攻科の廃止

人間総合科学大学人間総合科学研究科　臨床心理学専攻（修士課程）は、開設以来
定員が未充足であり、また通信教育課程であるが、同課程での人材養成を含むPDCA
サイクルの確立が難しくなったため、令和2年度より学生募集を停止した。令和４年
３月末日をもって、すべての在学生が卒業したため廃止するものである。

を参照のこと

(学生募集停止）
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廃止の事由及び時期並びに学生の処置方法を記載した書類 

（１） 廃止する大学等の概要

入学定員 収容定員 

人間総合科学大学  

人間総合科学研究科 臨床心理学専攻 

（修士課程）    15 名 45 名 

所在地 ： 埼玉県さいたま市岩槻区馬込１２８８ 

学生募集の停止の時期 令和 2 年４月 

（２） 廃止の事由

人間総合科学大学人間総合科学研究科 臨床心理学専攻（修士課程）は、開設以来

定員が未充足であり、また通信教育課程であるが、同課程での人材養成を含むPDCA

サイクルの確立が難しくなったため、令和 2 年度より学生募集を停止した。令和４

年３月末日をもって、すべての在学生が卒業したため廃止するものである。 

（３） 学生の処遇

人総合科学大学 人間総合科学研究科 臨床心理学専攻（修士課程）は、すべての

在学生が卒業したため在学生はいない。

（４） 教職員の処遇

人総合科学大学 人間総合科学研究科 臨床心理学専攻（修士課程）の職員は、全

員、学校法人早稲田医療学園の職員であり希望退職するもののほかは、学校法人早

稲田医療学園の職員として人間総合科学大学に継続勤務となる。

（５） 施設設備の処置

施設設備については、人間総合科学大学で活用する。

（６） 学籍関係書類の保存方法

学校法人早稲田医療学園文書規程に基づき、保存・管理する。

（７） 廃止の時期

令和 4 年 3 月
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1 ２章２ 

人間総合科学大学 大学院 学則 
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2 ２章２ 

人間総合科学大学 大学院 学則 

第１章 総則 

（趣旨） 

第１条 この学則は、人間総合科学大学学則第３条の２第２項の規程に基づき、人間総合科学大学

大学院（以下「本大学院」という。）に関して必要な事項を定める。 

第２条 人間総合科学大学大学院は、人間総合科学大学（以下「本大学」という。）の目的に則り、 

「人間」をさらに学際的・統合的に追究し、より深い専門的知識を教授・研究する。 

２ 人間総合科学研究科 心身健康科学専攻は、修士課程では、心と身体の有機的関連性を考究し、心

身の健康に関する専門知識を総合的に教授研究し、「生きる力」としての、洞察力、探究力、問題

解決能力、創造力を育み、研究の徒となり得る人材、社会において指導者的役割を果たす人材を

育成することを目的とする。博士後期課程では、心と身体の有機的関連性を支える法則性につい

て深い学識と高度な研究遂行能力とを養い、学際的・統合的な視点と姿勢をもって自立して研究

活動のできる人材と、先駆的な領域を開拓できる人材を養成、輩出することを目的とする。 

３ 人間総合科学研究科 健康栄養科学専攻修士課程は、人間の心身両面の健康と「栄養・食」と

のかかわりを科学的・統合的視点から追求し、高度で専門的な知識及び技術をもち、個人の健康

の保持・増進を栄養・食生活の側面から解決に導くことのできる、健康科学に立脚した実践的な

専門的能力を有する人材を育成することを目的とする。 

第２章 大学院の組織 

（課程） 

第３条 本大学院に修士課程及び博士課程を置く。 

２ 博士課程は、これを前期の課程、及び後期３年の課程（以下「博士後期課程」という。）に区

分し、前期２年の課程は、これを修士課程として取り扱うものとする。 

（研究科・専攻及び収容定員） 

第３条の２ 本大学院に、次の研究科及び専攻を置き、その収容定員を次のとおりとする。 

研究科名 専攻名 課程 入学定員 収容定員 

人間総合科学研究科 

心身健康科学専攻 

（通信教育課程） 

修士課程 30 名 60 名 

博士後期課程 9 名 27 名 

健康栄養科学専攻 修士課程 5 名 10 名 

２ 人間総合科学研究科心身健康科学専攻修士課程に前項に定める収容定員の範囲内で次のコー

スを置く。 

コース 

健康情報マネジメント養成プログラムコース 

３ 人間総合科学研究科健康栄養科学専攻修士課程に第１項に定める収容定員の範囲内で次のコ

ースを置く。 
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3 ２章２ 

コース 

ヘルスフードサイエンスプログラムコース 

第３章 教職員の組織 

（教職員の組織） 

第４条 本大学院に、研究科長及び専攻長を置き、必要に応じて、補佐職を置くことができる。 

２ 研究科長は、学長を補佐し、その研究科に関する業務を遂行する。 

３ 専攻長は、学長を補佐し、その専攻に関する業務を遂行する。 

４ 本大学院に、必要に応じて教授、准教授、助教、講師、事務職員及び技術職員を置くことがで

きる。 

第４章 研究科教授会 

（研究科教授会） 

第５条 本大学院に、研究科教授会を置く。 

２ 研究科教授会に関する規程は別に定める。 

第５章 学年、学期及び休業日 

（学年） 

第６条 学年は、４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 

（学期） 

第７条 学期は、学年を次の２学期に分ける。 

前期：４月１日から９月３０日まで 

後期：１０月１日から３月３１日まで 

（休業日） 

第８条 休業日は次のとおりとする。但し、面接授業の行われる日は除くものとする。

一 土曜日・日曜日 

二 国民の祝日に関する法律による日

三 学園創立記念日 ５月２日 

四 季節休業（学長が別に定めるものとする） 

２ 前項の規程にかかわらず、休業日であっても授業を行うことができる。 

３ 第１項の規程にかかわらず、臨時の休業日を定めることができる。 

第６章 修業年限及び在学年限 

（修業年限及び在学年限） 

第９条 本大学院の修士課程の修業年限は2 年とし、４年を越えて在学することはできない。 

２ 本大学院の博士後期課程の修業年限は３年とし、６年を越えて在学することはできない。 
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4 ２章２ 

第７章 入学・休学・復学・退学及び除籍 

（入学の時期） 

第１０条 本大学院の入学の時期は、学年の始めとする。 

（入学資格等） 

第１１条 本大学院の修士課程に入学できる者は、次の各号の一に該当し、入学の許可を受けた者

とする。 

一 大学（学校教育法（昭和２２年法律第２６号）第第８３条に定める大学をいう。以下同じ）

を卒業した者 

二 学校教育法第１０４条第７項の規程により学士の学位を授与された者

三 外国において、学校教育における１６年の課程を修了した者 

四 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該

外国の学校教育における１６年の課程を修了した者 

五 文部科学大臣の指定した者 

六 大学に３年以上在学し、又は外国において学校教育における１５年の課程を修了し、また

は外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当

該外国の学校教育における１５年の課程を修了したものであって、本大学院において、所

定の単位を優れた成績をもって修得したと認めた者 

七 その他本大学院において、個別の入学資格審査により、大学を卒業した者と同等以上の学

力があり、本大学院の教育課程を学修するに適すると認めた者で、２２歳に達した者 

２ 本大学院の博士後期課程に入学できる者は、次の各号の一に該当し、入学の許可を受けた者と

する。 

一 修士の学位を有する者 
二 外国において、修士の学位に相当する学位を授与された者

三 文部科学大臣の指定した者 

四 その他本大学院において、個別の入学資格審査により、修士の学位を有するものと同等以

上の学力があり、本大学院の教育課程を学修するに適すると認めた者で、２４歳に達した

者 

（入学の出願） 

第１２条 本大学院への入学を志願する者は、所定の入学志願書及び別に定める書類に、入学検定

料（別表第２）を添えて願い出なければならない。 

（入学者の選考） 

第１３条 入学者の選考は、書類審査及び面接試験により行う。但し、本大学院が必要と認めた場

合には、学力試験を行うことができる。 

（入学の手続き及び許可） 

第１４条 前条の選考結果に基づき、合格の通知を受けた者は、所定の期日までに必要書類を提出

するとともに、所定の入学料及び授業料等を納付しなければならない。 

２ 学長は、前項の入学手続きを完了した者に入学を許可する。 

（再入学） 

第１５条 本大学院を退学または除籍となった者で、入学を志願する者があるときは、選考の上、

別に定めるところにより、相当年次に入学を許可することができる。 

２ 前項の規程により入学を許可された者の在学年限及び退学または除籍前に本大学院にて既に

履修した授業科目及び修得した単位数の取り扱いについては、別に定める。 

（休学） 

第１６条 傷病その他やむを得ない事由により、休学しようとする者は、所定の書類を提出し、学 
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5 ２章２ 

長の許可を得た上で休学することができる。 

２ 休学期間は、１学期間（前期又は後期）を単位とする。 

３ 休学期間は、通算して４学期間を超えることができない。 

４ 休学期間は、修業年限及び在学年限に算入しない。 

（復学） 

第１７条 休学の事由が止んだ者は、学長の許可を得て復学することができる。但し、復学できる

時期は、学期の始めとする。 

（退学） 

第１８条 傷病その他やむを得ない事由により退学しようとする者は、所定の書類に退学事由を明

記し提出することとする。 

（除籍） 

第１９条 次の各号の一に該当する者は、学長がこれを除籍することができる。

一 授業料の納付を怠り、督促してもなお納付しない者 

二 第９条に定める在学年限を超えた者 

三 第１６条第３項に定める休学期間を超えて、なお修学できない者

四 履修申込みを怠り、督促してもなお行わない者 

五 成績不良の者

六 死亡した者 

（二重学籍の禁止） 

第１９条の２ 学生は、他の大学または大学院の正規の課程に在籍してはならない。 

第８章 教育課程 

（授業科目） 

第２０条 本大学院に開設する授業科目及び単位数等は、別表第１に掲げるとおりとする。 

（健康情報マネジメント養成プログラム） 

第２０条の２ 健康情報マネジメント養成プログラムコースを修了しようとする者は、心身健康科

学専攻修士課程に在学し、且つ健康情報マネジメント養成プログラムに登録した上で、所定の授

業科目を履修し単位を修得しなければならない。 

２ 健康情報マネジメント養成プログラムコースを修了するための授業科目、単位数等について、

必要な事項は別に定める。 

（ヘルスフードサイエンスプログラム） 

第２０条の３ ヘルスフードサイエンスプログラムを修了しようとする者は、健康栄養科学専攻修士課程

に在学し、且つヘルスフードサイエンスプログラムコースに登録した上で、所定の授業科目を履修し

単位を修得しなければならない。 

２ ヘルスフードサイエンスプログラムコースを修了するための授業科目、単位数等について、必要な

事項は別に定める。 

第９章 授業及び学習指導 

（授業） 

第２１条 心身健康科学専攻の授業は通信授業、面接授業（メディア等を利用して行う授業を含む。

以下同じ。）あるいは放送授業によって行う。 

２ 通信授業は、主として印刷教材により学修させる授業であり、面接授業は、大学設置基準第２ 
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6 ２章２ 

５条の方法による授業であり、放送授業は大学通信教育設置基準第３条の方法による授業である。 

３ 通信授業においては、学生は、所定の教材に基づき学修・研究を行い、その成果（以下「課題

レポート等」という。）について添削等の指導を受けるものとする。 

４ 面接授業は本大学院または本大学院が指定する会場において実施され、その時期については別

に定める。 

５ 放送授業においては、学生は、所定の課題を提出し、添削指導を受けるものとする。 

６ 健康栄養科学専攻の授業は、大学設置基準第２５条の方法によるものとする。ただし、第３条

の２第３項によるプログラムについては、本条１～５項の方法により、授業を行うことができる

ものとする。 

（心身健康科学専攻の単位の計算方法） 

第２２条 心身健康科学専攻の各授業科目の単位数は、１単位の履修時間を４５時間とし次の基準

により計算するものとする。 

一 通信授業については、４５時間に相当する学修量の教材をもって１単位とする。

二 面接授業及び放送授業については、１５時間の授業をもって１単位とする。 

２ 前項の規定にかかわらず、研究指導科目については、これに必要な学修等を考慮して単位数を

定めることができる。 

（健康栄養科学専攻の単位の計算方法） 

第２２条の２ 健康栄養科学専攻の授業科目の単位数は、１単位の履修時間を４５時間とし、次の

基準により計算する。 

一 講義及び演習については、１５時間から３０時間までの範囲で本大学が定める時間の授

業をもって１単位とする。 

二 実験、実習及び実技については、３０時間から４５時間までの範囲で本大学が定める時

間の授業をもって１単位とする。 

２ 前項の規定にかかわらず、研究指導科目については、これに必要な学修等を考慮して単位数を

定めることができる。 

第１０章 試験及び成績評価 

（心身健康科学専攻の試験） 

第２３条 心身健康科学専攻の試験は、科目修了試験及び面接授業試験（以下「スクーリング評価」

という。）等とする。 

２ 通信授業による各科目の履修は、課題レポート等を提出しかつ指定の時期に科目修了試験を受

けなければならない。 

３ 面接授業による各科目の履修は、面接授業に出席しかつ指定の時期にスクーリング評価を受け

なければならない。 

４ 放送授業による各科目の履修は、放送授業を視聴しかつ指定の時期にスクーリング評価に相当

する試験を受けなければならない。 

（心身健康科学専攻の科目修了試験） 

第２４条 科目修了試験を受験できる者は、当該科目の課題レポート等に合格したものとする。 

２ 科目修了試験は、本大学院または本大学院が指定する会場において実施され、その時期につい

ては別に定める。 

（健康栄養科学専攻の試験） 

第２５条 健康栄養科学専攻における試験は、前期及び後期のそれぞれにおいて、筆記、口述及び

論文等の方法によって行う。 

（成績評価） 

第２６条 各科目の成績は、Ｓ(100 点～90 点)、Ａ（89 点～80 点）、Ｂ（79 点～70 点）、Ｃ（69 
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7 ２章２ 

点～60 点）、Ｄ（59 点～0 点）の５種類の評価をもって表し、Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃを合格とし、Ｄを

不合格とする。 

２ 不合格者には、再試験等を行うことがある。 

３ 疾病その他やむを得ない理由により試験を受けることができなかった者は、その理由が適当で

あると認められ、許可を受けた場合に限り追試験を受けることができる。 

４ 追試験及び再試験等受験の際には、別に定める手数料を納入しなければならない。 

（単位の授与） 

第２７条 各授業科目を履修し、その試験等に合格した者には、所定の単位を与える。 

２ 通信授業については、課題レポート等及び科目修了試験に合格した者に対して所定の単位を与

える。 

３ 面接授業については、出席が良好でかつスクーリング評価が基準に達した者に対して所定の単

位を与える。 

４ 放送授業については、視聴を完了し、試験に合格した者に対して所定の単位を与える。 

５ 通信授業、面接授業または放送授業を併用する科目については、第２項、第３項または第４項

に規程する単位授与の基準を満たした者に所定の単位を与える。 

６ 研究指導については、修士課程は２年間、博士後期課程は３年間で所定の指導を受けた者に対

して所定の単位を与える。 

第１１章 修了要件等 

（進級の要件） 

第２７条の２ 進級については別に定める。 

（修了の要件） 

第２８条 本大学院人間総合科学研究科心身健康科学専攻修士課程の修了要件は、当該課程に休学、

停学期間を除いて２年以上在学し、次の授業科目について必修科目を含め３１単位以上を修得し、

かつ修士論文または特定の課題についての研究の成果の審査を通過し最終試験に合格すること 

とする。 

一 基礎分野科目（必修）  １１単位 

二 選択分野科目（選択必修） ６単位以上

三 選択分野科目（選択）  ８単位以上

四 研究指導科目（必修） ６単位 

２ 本大学院人間総合科学研究科心身健康科学専攻博士後期課程の修了要件は、当該課程に休学、

停学期間を除いて３年以上在学し、次の授業科目について必修科目を含め１６単位以上を修得し、

かつ博士論文の審査を通過し最終試験に合格することとする。 

一 必修科目 １０単位 

二 選択科目 ２単位以上 
三 研究指導科目（必修） ６単位 

３ 博士学位審査手続きに関する規程は別に定める。 

（修了の要件） 

第２８条の２ 本大学院人間総合科学研究科健康栄養科学専攻修士課程の修了要件は、当該課程に

休学、停学期間を除いて２年以上在学し、次の授業科目について必修科目を含め３２単位以上を

修得し、かつ修士論文または特定の課題についての研究の成果の審査を通過し最終試験に合格する

こととする。 

一 基礎科目（必修） ８単位 

二 専門科目(選択必修)   １６単位以上 

（健康科学領域および栄養科学領域よりそれぞれ８単位以上）

三 研究指導科目（必修）   ８単位 
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8 ２章２ 

（学位の授与） 

第２９条 前条の要件を充たす者には、研究科教授会の議を経て、学長が修了を認定し、学位を授

与する。 

２ 学長は、修了を認定したものに対して、修了証書を授与する。 

（学位の種類） 

第３０条 前条の修了を認定された者には、次の学位を授与する。 

人間総合科学研究科心身健康科学専攻修士課程 修士（心身健康科学）

人間総合科学研究科心身健康科学専攻博士後期課程 博士（心身健康科学）

人間総合科学研究科健康栄養科学専攻修士課程 修士（健康栄養科学） 

（他の大学院における授業科目の履修等） 

第３１条 本大学院修士課程においては、教育上有益と認めるときには、学生が本大学院の定める

ところにより他の大学院において履修した授業科目について修得した単位を、１０単位を超えな

い範囲で修了の要件となる単位として認定することができる。 

（入学前の既修得単位等の認定） 

第３２条 本大学院修士課程においては、教育上有益と認めるときには、学生が本大学院に入学す

る前に他の大学院において履修した授業科目について修得した単位を、１０単位を超えない範囲

で修了の要件となる単位として認定することができる。 

２ 単位認定の科目については別に定める。 

第１２章 科目等履修生等 

（科目等履修生） 

第３３条 本大学院の授業科目の一部の履修を希望する者に対しては、本課程の教育に支障がない

限り、選考の上、科目等履修生としてこれを許可することができる。 

２ 科目等履修生に関しては、別に定める。 

（研究生） 

第３３条の２ 本大学院に研究生の制度を置く。 

２ 前項の研究生の取り扱いに関しては、別に定める。 

第１３章 学費等 

（学費） 

第３４条 学費は、入学料、授業料、施設・設備費、教育充実費及び学位論文審査料とする。 

２ 学費の金額は、別表第２のとおりとする。 

（学費等の納付） 

第３５条 学生は、学年ごとに別表第２に従って算出された学費等の金額を、所定の期日までに納

めなければならない。 

（復学等の場合の授業料） 

第３６条 復学する者は、復学する当該学期の授業料を所定の期日までに納付しなければならない。 

（退学及び停学の場合の授業料） 

第３７条 学期の中途で退学し又は除籍された者の該当学期分の授業料は徴収する。 
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9 ２章２ 

２ 停学期間中の授業料は徴収する。 

（休学の場合の在籍料） 

第３８条 休学期間中の場合は、別途定める在籍料を徴収する。 

（学費の返還制限） 

第３９条 納入した学費は、理由の如何にかかわらずこれを返還しない。 

（手数料） 

第４０条 手数料については、別に定める。 

第１４章 賞罰 

（表彰） 

第４１条 学生として特に表彰に値する行為があった者は、研究科教授会の議を経て、学長が表彰

する。 

２ 表彰に関する規程は別に定める。 

（懲戒） 

第４２条 本大学院及び本大学の諸規程に違反し、又は、学生としての本分に反する行為をした者

は、懲戒処分に付することができる。 

２ 学生の懲戒に関する規程は、別に定める。 

附則 

１ この学則は、平成１６年 １月３０日から施行する。

附則 

１ この学則は、平成１８年 ４月 １日から施行する。

附則 

１ この学則は、平成１９年 ４月 １日から施行する。

附則 

１ この学則は、平成１９年 ４月 １日から施行する。

附則 

１ この学則は、平成２０年 ４月 １日から施行する。 

附則 

１ この学則は、平成２０年１０月３１日から施行する。

附則 

１ この学則は、平成２１年 ４月 １日から施行する。

附則 

１ この学則は、平成２２年 ４月 １日から施行する。

附則 

１ この学則は、平成２３年 ４月 １日から施行する。

附則 

１ この学則は、平成２４年 ４月 １日から施行する。

附則 

１ この学則は、平成２５年 ４月 １日から施行する。 

２ 別表第２ 学費等 教育充実費の改定については、平成２６年度入学生より適用する。

附則 

１ この学則は、平成２６年 ４月 １日から施行する。 
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10 ２章２ 

附則 

１ この学則は、平成２７年 ４月 １日から施行する。

附則 

１ この学則は、平成２８年 ４月 １日から施行する。 

２ 第２８条１項及び第２８条の２の修了の要件については、平成２８年度入学生より適用する。

附則 

１ この学則は、平成２９年 ４月 １日から施行する。

附則 

１ この学則は、平成３０年 ４月 １日から施行する。 

２ 第２８条の３の修了の要件については、平成３０年度入学生より適用する。 

第２８条の３ 大学院人間総合科学研究科臨床心理学専攻修士課程の修了要件は、当該課程に休学、

停学期間を除いて３年以上在学し、次の授業科目について必修科目を含め３０単位以上を修得し、

かつ修士論文(臨床心理学特別研究）の審査を通過し最終試験に合格することとする。 

一 基礎分野科目（必修・選択） １４単位以上 

二 展開分野科目（必修・選択） ４単位以上 
三 研究指導科目（必修） ６単位 

附則 

１ この学則は、平成３１年 ４月 １日から施行する。 

２ 第２８条第２項の修了の要件については、平成３１年度入学生より適用する。

平成３０年度以前の入学生については、従前の規程を適用する。 

（修了要件）

第２８条 

２ 本大学院人間総合科学研究科心身健康科学専攻博士後期課程の修了要件は、当該課程に休学、

停学期間を除いて３年以上在学し、次の授業科目について必修科目を含め１６単位以上を修得し、

かつ博士論文の審査を通過し最終試験に合格することとする。 

一 必修科目 ８単位 

二 選択科目 ２単位以上 
三 研究指導科目（必修） ６単位 

附則 

１ この学則は、令和２年 ４月 １日から施行する。ただし、令和２年３月３１日に在学してい

る者については、改正後の規程にかかわらず、なお従前の例による。 

２ 人間総合科学研究科臨床心理学専攻（通信教育課程）は、令和２年４月から募集を停止し、当

該研究科に在学している者がいなくなった時に廃止する。 

附則 

１ この学則は、令和３年 ４月 １日から施行する。 

附則 

１ この学則は、令和４年 ４月１日から施行する。 
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11 ２章２ 

(
 

別表第１ 開設授業科目 

（１）心身健康科学専攻 修士課程 開設授業科目一覧（第２０条関係） 

区分 科目名 単位数 配当年次 履修方法（注） 

基
礎
分
野
科
目

コア科目 

(必修) 
心身健康科学特講 2 1 T･S 

必
修

心身健康科学特論Ⅰ 3 1 T･S 

心身健康科学特論Ⅱ 3 1 T･S 

心身健康科学特論Ⅲ 3 1 T･S 

選
択
分
野
科
目

選
択
必
修

６
単
位
以
上
） 

健康科学・疫学特講 3 1･2 M 

生命文化特講 3 1･2 M 

高次脳機能学特講 3 1･2 M 

心身機能観察特講Ⅰ 3 1･2 T･S 

心身機能観察特講Ⅱ 3 1･2 T･S 

心身機能観察特講Ⅲ 3 1･2 T･S 

選
択
（

８
単
位
以
上
） 

ストレス学特講 2 1･2 T 

認知脳科学特講 2 1･2 T 

ライフサイクルと健康特殊講義 2 1･2 T 

心身免疫学特殊講義 2 1･2 T 

精神分析特講 2 1･2 T 

比較文化特講 2 1･2 T 

健康文化論特殊講義 2 1･2 T 

発達心理学特論 2 1･2 T 

心身医学特論 2 1･2 T 

老年心理学特論 2 1･2 T 

健康栄養学特殊講義 2 1･2 T 

食文化特講 2 1･2 T 

文化人類学特講 2 1･2 T 

応用健康科学特講 2 1･2 T 

体性神経科学特講 2 1･2 T 

研究指導科目 

（必修） 

心身健康科学研究Ⅰ 3 1 R 

心身健康科学研究Ⅱ 3 2 R 

（注）Ｔ：テキスト履修 Ｍ：メディア履修 Ｔ・Ｓ：テキスト・スクーリング履修 Ｒ：研究指導 
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12 ２章２ 

（２）心身健康科学専攻 博士後期課程 開設授業科目（第２０条関係） 

区分 科目名 単位数 配当年次 履修方法 

（注） 

必
修
科
目

心身健康科学特殊講義 2 1 T･S 

心身健康科学特殊演習Ⅰ 2 1 EX 

心身健康科学特殊演習Ⅱ 2 2 EX 

心身健康科学特殊演習Ⅲ 2 3 EX 

選
択
科
目
（

２
単
位
以
上
） 

健康増進科学特殊講義 2 1･2 T･S 

科学哲学特殊講義 2 1･2 T･S 

心身医学特論 2 1･2 T 

生命文化特講 3 1･2 M 

心身免疫学特殊講義 2 1･2 T 

認知脳科学特講 2 1･2 T 

神経内分泌機能学特殊講義 2 1･2 T 

健康栄養学特殊講義 2 1･2 T 

ライフサイクルと健康特殊講義 2 1･2 T 

健康文化論特殊講義 2 1･2 T 

発達心理学特論 2 1･2 T 

老年心理学特論 2 1･2 T 

体性神経科学特講 2 1･2 T 

研究指導科目 

（必修） 

心身健康科学特別研究指導Ⅰ 2 1 R 

心身健康科学特別研究指導Ⅱ 2 2 R 

心身健康科学特別研究指導Ⅲ 2 3 R 

（注）Ｔ：テキスト履修 T・Ｓ：テキスト・スクーリング履修 EX：演習（テレビ会議） 

Ｍ：メディア履修 Ｒ：研究指導 
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13 ２章２ 

（２）－２ 心身健康科学専攻 博士後期課程 開設授業科目（第２０条関係） 

（平成３１年度入学以降） 

区分 科目名 単位数 配当年次 履修方法 

（注） 

コア科目 

(必修) 
心身健康科学特講 2 1 T･S 

必
修
科
目

心身健康科学特殊講義 2 1 T･S 

心身健康科学特殊演習Ⅰ 2 1 EX 

心身健康科学特殊演習Ⅱ 2 2 EX 

心身健康科学特殊演習Ⅲ 2 3 EX 

選
択
科
目
（

２
単
位
以
上
） 

健康増進科学特殊講義 2 1･2 T･S 

科学哲学特殊講義 2 1･2 T･S 

心身医学特論 2 1･2 T 

生命文化特講 3 1･2 M 

心身免疫学特殊講義 2 1･2 T 

認知脳科学特講 2 1･2 T 

神経内分泌機能学特殊講義 2 1･2 T 

健康栄養学特殊講義 2 1･2 T 

ライフサイクルと健康特殊講義 2 1･2 T 

健康文化論特殊講義 2 1･2 T 

発達心理学特論 2 1･2 T 

老年心理学特論 2 1･2 T 

体性神経科学特講 2 1･2 T 

研究指導科目 

（必修） 

心身健康科学特別研究指導Ⅰ 2 1 R 

心身健康科学特別研究指導Ⅱ 2 2 R 

心身健康科学特別研究指導Ⅲ 2 3 R 

（注）Ｔ：テキスト履修 T・Ｓ：テキスト・スクーリング履修 EX：演習（テレビ会議） 

Ｍ：メディア履修 Ｒ：研究指導 
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14 ２章２ 

（３） 健康栄養科学専攻 修士課程 開設授業科目（第２０条関係）

（平成２９年度入学以降） 

区分 科目名 単位数 
配当

年次 

基
礎
科
目

コア科目 

(必修) 
心身健康科学特講 2 1 

必修科目 

心身健康栄養学特論Ⅰ 2 1 

心身健康栄養学特論Ⅱ 2 1 

心身健康栄養学特論Ⅲ 2 2 

専
門
科
目
（
選
択
必
修
） 

健
康
科
学
領
域
（

８
単
位
以
上
） 

神経・内分泌生理学特講 2 1･2 

こころの健康特講 2 1･2 

生命文化特講（M） 3 1･2 

心身医学特論 2 1･2 

生体防御特講 2 1･2 

抗ストレスと食事特講 2 1･2 

生活習慣病疫学特講 2 1･2 

食文化特講 2 1･2 

栄
養
科
学
領
域
（

８
単
位
以
上
） 

ライフサイクル健康栄養特講 2 2 

病態栄養特講 2 2 

栄養療法特講 2 2 

分子栄養学特講 2 1･2 

食品学特講 2 1･2 

共生生物学特講 2 2 

食品機能学特講 2 1･2 

国際栄養学特講 2 2 

研究指導科目 

（必修） 

健康栄養科学研究Ⅰ 4 1 

健康栄養科学研究Ⅱ 4 2 

Ｍ：メディア履修 
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15 ２章２ 

別表第２ 学費等 

１．入学検定料（第１２条関係） 

（１） 正科生 35,000 円 

（２） 科目等履修生 15,000 円 

２．学費（第３４条及び第３５条関係） 

（１） 正科生（修士課程）

区分 
金額 

心身健康科学専攻 健康栄養科学専攻 

入学料 200,000 円 100,000 円 

授業料 680,000 円 700,000 円 

施設・設備費 － 150,000 円 

教育充実費 110,000 円 30,000 円 

健康情報マネジメント 

養成プログラム費※1 
80,000 円／年 － 

学費の納入は年２回とし、指定の期日までに所定の金額を納入する。 

※1 健康情報マネジメント養成プログラム登録者のみ、原則、前期の指定の期日までに所定の金

額を納入する。

（２） 正科生（博士後期課程）

区分 金額 

入学料 300,000 円 

授業料 580,000 円 

教育充実費 130,000 円 

学位論文審査料 150,000 円 

学費の納入は年２回とし、指定の期日までに所定の金額を納入する。 

学位論文審査料は、審査申請時に指定の期日までに所定の金額を納入する。 

（３） 科目等履修生

学費の納入は、入学志願後、指定の期日までに所定の金額を納入する。 

３．その他 

上記学費以外に、教育上必要が生じた場合には、別途徴収することがある。 

区分 金額 

登録料 50,000 円 

授業料 

テキスト履修 

１単位あたり 
15,000 円 

テキスト・スクーリング履修 

１単位あたり 
20,000 円 

講義 
１単位あたり 

20,000 円 
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新旧対照表  人間総合科学大学 大学院 学則 

【改正理由】臨床心理学専攻閉鎖に伴う改正 

新 旧 

第２条 人間総合科学大学大学院は、人間総合

科学大学（以下「本大学」という。）の目的に

則り、「人間」をさらに学際的・統合的に追究

し、より深い専門的知識を教授・研究する。 

中略 

（削除） 

第２章 大学院の組織 

（課程） 

第３条 本大学院に修士課程及び博士課程を置

く。 

２ 博士課程は、これを前期２年の課程、（削除）

及び後期３年の課程（以下「博士後期課程」

という。）に区分し、前期２年（削除）の課程

は、これを修士課程として取り扱うものとす

る。 

第６章 修業年限及び在学年限 

（修業年限及び在学年限） 

第９条 本大学院の修士課程の修業年限は心身

健康科学専攻および健康栄養科学専攻は 2

年（削除）とし、心身健康科学専攻および

健康栄養科学専攻は４年（削除）を越えて

在学することはできない。 

第２条 人間総合科学大学大学院は、人間総合

科学大学（以下「本大学」という。）の目的に

則り、「人間」をさらに学際的・統合的に追究

し、より深い専門的知識を教授・研究する。 

中略 

４ 人間総合科学研究科 臨床心理学専攻修士

課程は、現代人の「こころ」と「からだ」の

健康、特に「こころ」の健康の側面について

科学的、総合的に追究し、臨床心理学に関す

る専門知識および技術をもってその保持、増

進、回復を図るとともに、心理的問題の予防・

改善のための支援・研究を行える人材の育成

を目的とする。さらに幅広い教養、確かな倫

理観、関連職種と連携・協働ができる能力を

備えた心理臨床の専門職の育成を目的とす

る。 

第２章 大学院の組織 

（課程） 

第３条 本大学院に修士課程及び博士課程を置

く。 

２ 博士課程は、これを前期【心身健康科学専

攻および健康栄養科学専攻は２年、臨床心理

学専攻は３年】、及び後期【３年】の課程（以

下「博士後期課程」という。）に区分し、前期

２年あるいは３年の課程は、これを修士課程

として取り扱うものとする。 

第６章 修業年限及び在学年限 

（修業年限及び在学年限） 

第９条 本大学院の修士課程の修業年限は心身

健康科学専攻および健康栄養科学専攻は 2

年、臨床心理学専攻は 3 年とし、心身健康

科学専攻および健康栄養科学専攻は４年、

臨床心理学専攻は６年を越えて在学するこ

とはできない。 
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（削除） 

（健康情報マネジメント養成プログラム） 
第２０条の２  

（ヘルスフードサイエンスプログラム）
第２０条の３

第９章 授業及び学習指導 

（授業） 

第２１条 心身健康科学専攻（削除）の授業は

通信授業、面接授業（メディア等を利用して

行う授業を含む。以下同じ。）あるいは放送授

業によって行う。 

（削除） 

第１０章 試験及び成績評価 

中略 

（削除） 

（臨床心理士及び公認心理師試験の受験資格） 

第２０条の２ 臨床心理士及び公認心理師の受

験資格を取得しようとする者は、臨床心理学

専攻に在学し、所定の授業科目を履修し単位

を修得しなければならない。 

（健康情報マネジメント養成プログラム） 

第２０条の３  

（ヘルスフードサイエンスプログラム）

第２０条の４

第９章 授業及び学習指導 

（授業） 

第２１条 心身健康科学専攻および臨床心理学

専攻の授業は通信授業、面接授業（メディア

等を利用して行う授業を含む。以下同じ。）あ

るいは放送授業によって行う。 

（臨床心理学専攻の単位の計算方法） 

第２２条の３ 臨床心理学専攻の授業科目の単

位数は、１単位の履修時間を４５時間とし次

の基準により計算するものとする。 

一 通信授業については、４５時間に相当する

学修量の教材をもって１単位とする。 

二 面接授業及び演習については、１５時間か

ら３０時間までの範囲で本大学が定める時間の

授業をもって１単位とする。 

三 実習については、３０時間から４５時間ま

での範囲で本大学が定める時間の授業をもって

１単位とする。 

２ 前項の規程にかかわらず、研究指導科目に

ついては、これに必要な学修等を考慮して単

位数を定めることができる。 

第１０章 試験及び成績評価 

中略 

（臨床心理学専攻の試験） 

第２３条の２ 臨床心理学専攻における試験

は、科目修了試験及び面接授業試験（以下「ス

クーリング評価」という。）等とする。

２ 通信授業による各科目の履修は、課題レポ

ート等を提出しかつ指定の時期に科目修了試

験を受けなければならない。 

３ 面接授業による各科目の履修は、面接授業

に出席しかつ指定の時期にスクーリング評価

を受けなければならない。 
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（心身健康科学専攻（削除）の科目修了試験） 

第２４条 科目修了試験を受験できる者は、当

該科目の課題レポート等に合格したものとす

る。 

（修了の要件） 

（削除） 

（学位の種類） 

第３０条 前条の修了を認定された者には、次

の学位を授与する。 

人間総合科学研究科心身健康科学専攻修士課程 

修士（心身健康科学） 

人間総合科学研究科心身健康科学専攻博士後期

課程    博士（心身健康科学） 

人間総合科学研究科健康栄養科学専攻修士課程 

修士（健康栄養科学） 

（削除） 

（心身健康科学専攻および臨床心理学専攻の科

目修了試験） 

第２４条 科目修了試験を受験できる者は、当

該科目の課題レポート等に合格したものとす

る。 

（修了の要件） 

第２８条の３ 大学院人間総合科学研究科臨床

心理学専攻修士課程の修了要件は、当該課程に

休学、停学期間を除いて３年以上在学し、次の

授業科目について必修科目を含め５２単位以上

を修得し、かつ修士論文(臨床心理学特別研究）

の審査を通過し最終試験に合格することとす

る。 

一 基礎分野科目（必修・選択）  １８

単位以上 

二 展開分野科目（必修・選択）  ２８

単位以上 

三 研究指導科目（必修） ６

単位 

（学位の種類） 

第３０条 前条の修了を認定された者には、次

の学位を授与する。 

人間総合科学研究科心身健康科学専攻修士課程 

修士（心身健康科学） 

人間総合科学研究科心身健康科学専攻博士後期

課程    博士（心身健康科学） 

人間総合科学研究科健康栄養科学専攻修士課程 

修士（健康栄養科学） 

人間総合科学研究科臨床心理学専攻修士課程       

修士（臨床心理学） 
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（４） 臨床心理学専攻 修士課程 開設授業科目（第２０条関係）

区分 科目名 
単位数 

配当年次 
履修方法 

（注） 必修 選択 

基
礎
分
野
科
目
（
必
修
・
選
択
） 

コア科目
（必修）

心身健康科学特講 2 1 T･S 

基
礎
分
野
科
目 

認知脳科学特講 2 1･2･3 T 

ストレス学特講 2 1･2･3 T 

臨床心理学特論Ⅰ 2 1 M･S 

臨床心理学特論Ⅱ 2 1 M･S 

臨床心理職関連行政・倫理特論 2 1･2･3 T 

臨床心理面接特論Ⅰ 2 1 M･S 

臨床心理面接特論Ⅱ 2 1 M･S 

臨床心理査定演習Ⅰ 2 1 S 

臨床心理査定演習Ⅱ 2 1 S 

臨床心理学研究法特論 2 1･2･3 T･S 

心理統計法特論 2 1･2･3 M 

展
開
分
野
科
目
（
必
修
・
選
択
） 

援助技法科目 
カウンセリング特論 2 2･3 M 

心理療法特論 2 2･3 M 

臨
床
心
理
実
践
科
目 

医療保

健 

領域 

心身医学特論 2 2･3 T 

精神医学特論 2 3 M 

教育領

域 

学校臨床心理学特論 2 3 M 

教育心理学特論 2 3 T･S 

発達心理学特論 2 2･3 T 

福祉領

域 
老年心理学特論 2 3 T 

司法矯

正 
犯罪心理学特論 2 2･3 M 

産業領

域 

産業カウンセリング特論 2 2･3 M 

人間関係学特論 2 2･3 M 

臨床心理 

技法科目 

臨床心理援助技法論Ⅰ 2 2･3 S 

臨床心理援助技法論Ⅱ 2 2･3 S 

臨床心理援助技法論Ⅲ 2 2･3 S 

臨床心理 

実習科目 

臨床心理基礎実習Ⅰ 1 1 S 

臨床心理基礎実習Ⅱ 1 2 S 

臨床心理実習Ⅰ 1 2 S 

臨床心理実習Ⅱ 1 3 S 

研究指導科目 
（必修） 

臨床心理学特別研究 6 2･3 R 

（注）Ｔ：テキスト履修  T・Ｓ：テキスト・スクーリング履修  Ｍ：メディア履修 Ｒ：研究指

導 

削除 
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（４）－２ 臨床心理学専攻 修士課程 開設授業科目（第２０条関係） 

（平成３０年度入学以降） 

区分 科目名 
単位数 

配当年次 
履修方法 
（注） 必修 選択 

基
礎
分
野
科
目
（
必
修
・
選
択
） 

コア科目
（必修）

心身健康科学特講 2 1 T･S 

基
礎
分
野
科
目 

認知脳科学特講 2 1･2･3 T 

ストレス学特講 2 1･2･3 T 
心の健康教育に関する理論と実
践 

2 1 T 

臨床心理学特論Ⅰ 2 1 M･S 

臨床心理学特論Ⅱ 2 1 M･S 

臨床心理職関連行政・倫理特論 2 1･2･3 T 
臨床心理面接特論Ⅰ（心理支援に
関する理論と実践） 

2 1 M･S 

臨床心理面接特論Ⅱ 2 1 M･S 
臨床心理査定演習Ⅰ（心理的アセ
スメントに関する理論と実践）

2 1 S 

臨床心理査定演習Ⅱ 2 1 S 

臨床心理学研究法特論 2 1 T･S 

心理統計法特論 2 1･2･3 M 

展
開
分
野
科
目
（
必
修
・
選
択
） 

援助技法科目 
カウンセリング特論 2 2･3 M 

心理療法特論 2 2･3 M 

臨
床
心
理
実
践
科
目 

医療保
健 
領域 

心身医学特論（保健医療分野に関
する理論と支援の展開） 

2 1 T 

精神医学特論（保健医療分野に関
する理論と支援の展開） 

2 2･3 M 

教育領
域 

学校臨床心理学特論（教育分野に
関する理論と支援の展開） 

2 2 M 

教育心理学特論 2 2･3 T･S 

福祉領
域 

発達心理学特論（福祉分野に関す
る理論と支援の展開） 

2 1 T 

老年心理学特論 2 3 T 
司法矯
正 

犯罪心理学特論（司法・犯罪分野
に関する理論と支援の展開） 

2 2 M 

産業領
域 

産業カウンセリング特論（産業・
労働分野に関する理論と支援の
展開） 

2 2 M 

人間関係学特論 2 2･3 M 

臨床心理 
技法科目 

臨床心理援助技法論Ⅰ 2 2･3 S 
臨床心理援助技法論Ⅱ（家族関
係・集団・地域社会における心理
支援に関する理論と実践） 

2 2 S 

臨床心理援助技法論Ⅲ 2 2 S 

臨床心理 
実習科目 

臨床心理基礎実習Ⅰ 1 1 S 

臨床心理基礎実習Ⅱ 1 2 S 

臨床心理実習Ⅰ 1 2 S 

臨床心理実習Ⅱ 1 3 S 

心理実践実習 A 2 2 S 

心理実践実習 B 4 2 S 

心理実践実習 C 4 3 S 

研究指導科目 
（必修） 

臨床心理学特別研究 6 2･3 R 

（注）Ｔ：テキスト履修  T・Ｓ：テキスト・スクーリング履修Ｍ：メディア履修 Ｒ：研究指導 

削除 
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別表第２ 学費等 

１．入学検定料（第１２条関係） 

（１） 正科生 35,000円 

（２） 科目等履修生 15,000円 

２．学費（第３４条及び第３５条関係） 

（１） 正科生（修士課程）

区分 
金額 

心身健康科学専攻 健康栄養科学専攻 臨床心理学専攻 

入学料 200,000円 100,000円 200,000円 

授業料 680,000円 700,000円 570,000円 

施設・設備費 － 150,000円 100,000円 

教育充実費 110,000円 30,000円 100,000円 

健康情報マネジメント

養成プログラム費※1 
80,000円／年 － － 

別表第２ 学費等 

１．入学検定料（第１２条関係） 

（１） 正科生 35,000円 

（２） 科目等履修生 15,000円 

２．学費（第３４条及び第３５条関係） 

（１） 正科生（修士課程）

区分 
金額 

心身健康科学専攻 健康栄養科学専攻 

入学料 200,000円 100,000円 

授業料 680,000円 700,000円 

施設・設備費 － 150,000円 

教育充実費 110,000円 30,000円 

健康情報マネジメント

養成プログラム費※1 
80,000円／年 － 

旧 

新 

29


	認可申請書・届出書
	基本計画書
	意思を決定する書類
	廃止の事由及び時期並びに学生の処置方法を記載した書類
	学則



